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タイ語の辞書 
（編集前の草稿） 

高橋清子 

 

１． タイ語辞書編纂の歴史 

 

タイ語の語彙一般を何らかの規則にしたがって列挙しタイ語でその意味を解説した初め

ての辞書らしい辞書は、カズウェル J. Caswell によって編纂されチャンドラーJ.H. 

Chandler によって手が加えられた A Dictionary of the Siamese Language である。手書き

辞書で、１８４６年に完成した。語の並べ方に多少の不整合は見られるものの、辞書の体

裁をなす最古のタイ語・タイ語辞書である。影印版の「チュラロンコン大学創立 84 周年記

念出版」を標榜する『A Dictionary of the Siamese Language by J. Caswell; copied and 

enlarged by J.H. Chandler (1846) จดัพิมพเ์น่ืองในโอกาสเฉลิมฉลอง๘๔ปี แห่งการสถาปนาจุฬาลงกรณ์

มหาวทิยาลยั』（A5 版、978 ページ）がチュラロンコン大学出版部 สาํนกัพิมพแ์ห่งจุฬาลงกรณ์มหาวทิยาลยั か

ら 2001 年に出版された。当時のタイ語の語彙に関する情報が詰まった貴重な歴史的辞書で

ある。 

 １８３０年にタイに渡ったフランス人神父ジャン・バティスト・パルゴワ Jean Baptiste 

Pallegoix が２冊の辞書を編纂している。１冊目は、ラテン語・タイ語の対訳辞書

Dictionarium Latinum Thai（４９７ページ、Typographia collegii, Assumptionis B.M.V.、

バンコク）で、初版は１８５０年に出版された。第 2 版（９９２ページ、Typis Catholicae 

Missionis、バンコク）はページ数を倍増して読みやすくし、１８９７年に出版された。タ

イで初めて印刷され出版された辞書である。２冊目は、タイ語・ラテン語・フランス語・

英語の４言語対訳辞書 Dictionarium Linguae Thai Sive Siamensis สพัะ พะจะนะ พาสาไท（８９

７ページ）。初版はパリで１８５４年に出版され、縦１４．５インチ×横１１．５インチ×

厚さ２．７５インチという非常に大きな辞書だった。第 2 版はイギリスで１９７２年に出

版された。ラテン語訳を削り、文法解説や度量衡・年月日などの情報を加えた、フランス

人神父ヴェイ（J. L. Vey）の手になる改訂増補版 Dictionnarire Siamois Français Anglais; 

Siamese French English Dictionary ศริพจน์ภาษาไทย（์1,169 ページ、約３万語、Printing-office 

of the Catholic Mission、バンコク）が１８９６年にバンコクで出版され、広く流布した。

現在でもタイ語の古語を調べるときによく使われる。 

１８３３年にタイに宣教師として渡ったイギリス人、ジョン・テイラー・ジャーンズ John 

Taylor Jones が１８４６年に、タイ語・英語の対訳辞書をつくったという記録が残されて

いるが、現物は残っていない。 

 １８６５年には、アメリカ人宣教師サミュエル・ガンブル・マクファーランド Samuel 

Gamble McFarland によって英語・タイ語の対訳辞書 English-Siamese Vocabulary（343

ページ、７千語、バンコク）でつくられた。その後、息子のジョージ・ブラッドリー・マ
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クファーランド George Bradley McFarland が改訂増補版（1,019 ページ、1 万 6 千語）を

１９４１年に出版した。 

 １８７３年にはアメリカ人宣教師ダン・ビーチ・ブラッドリーDan Beach Bradley が

Dictionary of the Siamese Language หนงัสืออกัขราภิธานศรับท（์縦１１．５インチ×横９インチ、

828 ページ、約４万語、バンコク）を完成させた。タイ語研究者にとっては非常に興味深い

辞書である。 

以上紹介したものの他にも１９世紀末から２０世紀初頭にかけて出版された辞書は相当

数あるが、そのほとんどがタイ語と外国語の対訳辞書であった。日本人の手による最も古

いタイ語・日本語の対訳辞書は、元外交官の奥野金三郎が編纂し、１９５８年に日本で出

版された『タイ日大辞典 พจนานุกรมไทย-ญ่ีปุ่น』（Ａ５版、刀江書院）である。 

 名実ともにタイ人の手によるタイ語・タイ語辞書は、国民教育を目的として編纂された

官製辞書『辞書：タイ語の書物で使われる語の書き方と意味 พจนานุกรม ลาํดบัแลแปลศพัทท่ี์ใชใ้นหนงัสือ

ไทย』（縦９．５インチ×横６．５インチ、６０５ページ、バンコク）である。タイ政府主導

で編纂が進められ、１８９２年に出版された。タイ文字の通常の順番で語句が並べられて

いる（ただし現在のタイ国学士院辞書とは多少違う）。タイ語起源の日常語よりも他言語か

ら借用した雅語の収録数が多い。１９０２年には改訂版『辞書：正しい書き方のためのタ

イ語の語の解釈 พจนานุกรม เปนคาํแปลศพัทภ์าษาไทยสาํหรับเขียนคาํใชใ้หถู้กตอ้งตวัสกด』（縦９インチ×横６．

５インチ、４４６ページ、16,146 語、バンコク）が出版され、１９２０年には再改訂版『学

校用辞書 ปทานุกรมสาํหรับโรงเรียยน』（縦９．５インチ、横６．５インチ、９０５ページ、バンコ

ク）が出版された。１９２７年には一般語彙の収録を増やした再々改訂版『道徳省教科書

局の辞書 ปทานุกรม กรมตาํรา กระทรวงธรรมการ』（26,230 語）が出版された。さらに再々々改訂版『児

童生徒向け辞書 ปทานุกรมสาํหรับนกัเรียน』（縦８インチ×横６インチ、８７１ページ、18,580 語、

バンコク）も１９２９年に出版されたが、あまり使われなかった。 

これらの先駆的な官製辞書を大幅に改訂増補する形で新たにタイ国学士院（１９３４年

創設）が編纂した『辞書：学士院版 พจนานุกรม ฉบบัราชบณัฑิตยสถาน』の初版（縦７．５インチ×

横５．５インチ×厚さ約２インチ、1,115 ページ、バンコク）が出版されたのは１９５０年

のことである。文学や宗教に用いられる語彙を収録した大きな巻と日常語彙を収録した小

さな巻に分かれる。『道徳省教科書局の辞書 ปทานุกรม กรมตาํรา กระทรวงธรรมการ』で多数収録されて

いたサンスクリット語起源の語は、実際には使われていないという理由で多くが削られた。

ただし有名な固有名詞は別冊に収録された。語源分類、品詞分類の他、位相（法律、詩歌、

数学、方言、古語、口語、王語、廃語、科学、文法、慣用句、擬声語・擬態語など）の別

も示されている。１冊本になった改訂版（縦９．５インチ×横６．５インチ×厚さ１．５

インチ、930 ページ）は１９８２年に出版された。最新版である再改訂版（B5 版、1,499

ページ）は１９９９年に出版された。この学士院辞書は現在もっとも権威あるタイ語・タ

イ語辞書である。 

 その他、２０世紀後半に民間の出版社から出版された主な一般辞書は以下の通り。いず
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れも完成度はそれほど高くなく、学士院辞書などの官製辞書を下敷きにしてあるいは真似

て編纂されたものである。 

（１）マーニット・マーニットチャルーン มานิต มานิตเจริญ 著『タイ語辞書 最新版 พจนานุกรมไทย 

ใหม่-ทนัสมยัท่ีสุด』（1,142 ページ、バンコク、１９６１年）。学士院辞書から引用した語の他、

借用語、慣用句、スラングなどがふんだんに盛り込まれている。巻頭にも巻末にもタイの

文物を説明するための図や絵がある。 

（２）チャムノン・トーンプラサート จาํนงค ์ทองประเสริฐ 著『タイ語辞書 พจนานุกรมไทย』（第２版

は４８０ページ、バンコク、１９７１年）。官製の学校用辞書をもとに編纂した児童生徒学

生向け辞書。 

（３）プルアン・ナ・ナコン เปล้ีอง ณ นคร 著『辞書・百科辞典 最新版 พจนะ-สารานุกรม ฉบบัทนัสมยั』

（Ｂ５版、６０３ページ、バンコク、第１巻１９７３年、第２巻１９７５年）。第一巻が辞

書で、第二巻が百科辞典（地理、保険、法律、文学、仏教、日時などの分野に分かれてい

る）。 

（４）タウィーサック・ヤーンプラティープ ทวศีกัด์ิ ญาณประทีป 著『辞書：仏暦２４３０年 国

王の栄光を寿ぐ記念版 พจนานุกรมฉบบัเฉลิมพระเกียรติ พ.ศ.๒๕๓๐』（バンコク、１９８８年）学士院辞

書をもとに編纂。図や絵も使う。 

（５）モー・ポー・ポー言語学研究所 สถาบนัภาษาศาสตร์ ม.ป.ป. 編『官製辞書 ปทานุกรมฉบบัหลวง』（1,599

ページ、バンコク）。図や絵が随所に挿入された非常に大きな辞書。王室関係、地理関係、

法律関係などに分類され、それらの分類ごとに ก から ฮ の順番で語が並んでいる。 

 

タイ語辞書編纂の歴史および個々の歴史的辞書の内容については以下に挙げる３つの文

献に詳しい記述がある。③はチュラロンコン大学文学部によるタイ語およびタイ文学に関

する研究調査プロジェクトの一環としてタイ語辞書編纂の歴史を調査してまとめた２００

ページに及ぶ報告書である。 

① 冨田竹二郎著『タイ日辞典』（初版１９８７年）巻頭の「タイ国辞典略史」 

② マティチョン社 มติชน 編『マティチョン版辞書 พจนานุกรม ฉบบัมติชน』Matichon 

Dictionary of the Thai Language（２００４年）巻末の「タイ語辞書成立の経緯 ความ

เป็นมาของพจนานุกรมภาษาไทย」 

③ ティーラパン・ルアントーンカム ธีระพนัธ์ เหลืองทองคาํ 著『タイ語・タイ語辞書編纂：過

去～現在（仏暦２３４９－２５３３年）การทาํพจนานุกรมไทย-ไทย: อดีต-ปัจจุบนั (พ.ศ. ๒๓๘๙-

๒๕๓๓)』（１９９１年） 

 

２． 語史上にかがやく古典的辞書と古典的文法書 

 

＜古典的辞書＞ 

前節で紹介した重要な古典的辞書の中でも、私が日頃よく使い、その意味記述を読んで
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いろいろと考えを巡らせることの多い、愛着のある辞書２冊に絞って詳述したい。 

私の第一の愛読タイ語辞書は、１８３２年にアメリカからタイに渡り、宣教師、医師、

そして編集出版者として長年タイで活躍したブラッドリー（通称プラットレー医師 หมอ

ปรัดเล）が３５年の歳月をかけて１８７３年に完成させた Dictionary of the Siamese 

Language หนงัสืออกัขราภิธานศรับท（์縦１１．５インチ×横９インチ、828 ページ、約４万語、バ

ンコク）である。ブラッドリーは念願だったこの辞書の完成を目前にして亡くなった。し

かし編纂作業をすべて終え、すでに印刷に回した後のことであるから心残りはなかったで

あろう。私が使っているのは教員協会の商業組織 องคก์ารคา้ของคุรุสภา が 1971 年に出版した影印

版Dictionary of the Siamese Language by Dr. Dan Beach Bradley หนงัสืออกัขราภิธานศรัับท์だが、

原本とまったく同じ内容である（図版参照）。 

第二の愛読タイ語辞書は、月並みではあるが、丁寧な意味記述で定評のある『学士院辞

書 พจนานุกรม ฉบบัราชบณัฑิตยสถาน』だ。Bradley 辞書と同様、私にとってはタイ留学時代の様々

な思い出がつまった辞書である。１９５０年版は２巻本（1,115 ページ）だったが、私が使

っているのは１巻本になった１９８２年版（改訂版）（縦９．５インチ×横６．５インチ、

930 ページ、อกัษรเจริญทศัน์ アクソーンチャルーンタット社）で、その第６版（1,040 ページ、

１９９６年）である。１９９９年版（最新版）（B5 版、1,499 ページ、ナーンミーนานมี 社）

は厚く重くなった。 

 まず、Bradley 辞書の魅力について。同辞書の前書きにあるように、この辞書の執筆を任

されたのはタット先生というタイ人である。ブラッドリーの日記によればタット先生はブ

ラッドリーにタイ語を教えていた家庭教師であるが、それ以上のことはわかっていない。

またムアン氏というタイ人も編纂にかかわっていた。おそらくタット先生の助手を務めた

人であろうと思われるが、やはりその身元はわかっていない。Bradley 辞書には不規則な語

の並べ方や誤字が多くあり、例えば「ญ่าง ヤーン（歩む）」と「ญ่าง ヤーン（焼く）」を区別

しないなど意味の分類や記述にもいい加減さが見られるという言語学者の批判がある。確

かにその通りではあるのだが、Bradley 辞書の一見稚拙だが本質を突いた意味記述には、著

者であるタット先生やムアン氏の実直な人柄がそこはかとなく感じられる。そして何より、

当時の時代状況や人々の生活の有様をうかがい知ることができる。それがこの辞書の一番

の魅力である。またタイ語研究者にとっては、１９世紀後半から現在までの約１世紀半の

間に語の意味や用法がどう変化したのかを探る道具としての利用価値が少なからずある。 

 具体例を挙げよう。留学（言語学科）時代の私の研究テーマのひとつがタイ語の移動動

詞の意味記述だったのだが、例えば「กลบั クラップ（返る、帰る）」、「ยอ้น ヨーン（戻る、

遡る）」、「หมุน ムン（回転する、自転する）」、「เวยีน ウィアン（回る、巡る）」といったタイ

語の移動動詞は、日常よく使われる基本的な移動動詞であるにもかかわらず、英語や日本

語の移動動詞と一対一でうまく対応するような意味を持たないことに気づいていた。でき

ればそれぞれの語の古くからの意味を知りたいと思っていたところ、大学図書館でたまた

ま見つけたのが Bradley 辞書だった。「กลบั クラップ（返る、帰る）」の意味記述（６４ペ
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ージ）を読んだときは、なるほどと思ったものである。 

 

กลบั, อาการท่ีคนหฤๅสตัวไปสู่ท่ีอ่ืน, แลว้คืนมายงัท่ีเดิม. อน่ึงเดิมนอนตะแคงอยูเ่บ้ืองทราย, แลว้พลิกมาเบ้ืองขวา. クラップ, 

人間あるいは動物が他所に行って, それから元の場所に戻ってくること. なお、もともとは、

脇を下にして寝て左方向を向いていて, それから右方向に寝返ること. 

 

それ以来、語の意味を確認したくなったら Bradley 辞書を開くことにしている。目的の語

の前後に並んでいる語の記述にも興味を惹かれ、読みふけってしまうことが多い。そうし

た道草読みによってそれまで疑問に思っていた語義についてのヒントを得ることは結構多

い。 

 もう一冊の愛読辞書「学士院辞書１９８２年版」は、古典辞書といえるほど古い辞書で

はないが、古典辞書のような風格と威厳を持った辞書である。格式高い表現、非のうちど

ころがない洗練された記述――、外国人タイ語学習者の私にとって「学士院辞書」の意味

記述はタイ語説明文の模範であった。 

 移動動詞のデータを集めるため、この辞書に収録された移動動詞をすべて拾おうと試み

たことがある。拾い上げた動詞は何百、何千になったはずだが、覚えていない。覚えてい

るのは、一般に動詞の典型とされる移動動詞の範疇においても名詞との区分はそれほど明

確ではないと知ったこと、タイ語の移動動詞を分類するには移動の経路や様態だけでなく

移動物の存在論的特徴や移動後の結果状態なども考慮した意味弁別要素を立てなければな

らないと感じたこと、巻末に添えられている動植物、文様、船、楽器、漁具、刀の写真や

絵を見てなぜこれらのものが特に選ばれて載せられているのか不思議に思ったこと、等々

である。移動動詞をリストアップしたからといって研究が飛躍的に進んだわけではなかっ

たが、タイ語・タイ語辞書を読むことで読解力や語彙力の向上につながった部分はあった

のかもしれない。その意味では、学士院辞書は当時留学生だった私のよいタイ語教材だっ

たわけである。 

 

＜古典的文法書＞ 

タイ語の古典的文法書は、プラヤー・ウパキットシラパサーン พรยาอุปกิตศิลปสาร が記した『綴

字論 อกัขรวธีิ』（１９１８年）、『品詞論 วจีวภิาค』（１９２３年）、『統語論 วากยสมัพนัธ์』（１９３７

年）、『詩形論 ฉนัทลกัษ』์（１９４１年）の４部から成る『タイ語の原則 หลกัภาษาไทย』が有名だ。

１９９２年にはタイワタナーパーニット ไทยวฒันาพานิช 社から再版されて１冊本（Ａ５版、５

１４ページ）になった。同書の品詞論や統語論はいわゆる西洋文法をそのまま（無節操に）

タイ語に当てはめて（乱暴に）説明したと言っても過言ではなく、タイ語の言語事実に沿

った文法論とは言えない。 

古典と言えるほど古くはないが、ノス R. B. Noss 著 Thai Reference Grammar（B5 版、

258 ページ、Foreign Service Institute、Washington, D.C.、1964 年）は言語学関係者の
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間ではよく知られた名著である。著者はアメリカ構造主義言語学者。１９７１年には คุรุสภา 

タイ国教員協会から陰影版が出版された。構造主義言語学という言語理論の是非は別にし

て、同書の言語事実に関する記述は正確であり、包括的な文法記述を目指している。同書

を読めばタイ語の統語構造の概要を知ることができる。最後に文法項目および主要語句の

索引があるので便利だ。 

 タイ人言語学者が書いた構造主義言語学のタイ語文法書としてはウィチン・パヌポン

วจิินตน์ ภาณุพงศ ์ Vichin Panupong 著 Inter-sentence Relations in Modern Conversational 

Thai（B5 版、Siam Society、バンコク、1970 年）がある。チュラロンコン大学文学部言

語学科の創設者である著者がロンドン大学に提出した博士論文を改訂し出版したもの。１

９７７年にはタイ語版も出版されている。 

 

３． 現代のすぐれた一般辞書 

 

最近話題の辞書に、硬派の新聞や雑誌を編集し出版している มติชน マティチョン社が２０

０４年に出した『マティチョン版辞書 พจนานุกรม ฉบบัมติชน』Matichon Dictionary of the Thai 

Language（B5 版、1,095 ページ、マティチョン มติชน 社、バンコク）がある。学士院辞書

（最新版）に比べると厚さも重さも３分の１以下、スリムでコンパクトだ。１ページを２

つのコラムに分け、見出し語のすぐ後に（必要に応じて発音）品詞分類の略語、説明文が

続くレイアウト形式は学士院辞書と変わらないが、紙が上質で薄く、さらに印字が細かく

精緻であるため１ページの掲載語数が多い。ページの縁には小さな写真や絵が縦に並べて

数枚掲載され、その印刷紙面も明瞭で美しい。実はマティチョン社はこの辞書を出版する

数年前に、学士院辞書には載っていない語を集めた小さな辞書『辞書：学士院の外 พจนานุกรม 

นอกราชบณัฑิตยฯ』（Ａ５版、２４５ページ、マティチョン มติชน 社、バンコク、２０００年）を

出版していた。好評を博したその辞書の内容がそっくり活かされている。 

このマティチョン辞書は面白い。面白いだけではなく、語の説明が的確で理解しやすい。

その的確さは単に言葉を尽くして詳しく丁寧に説明しているということではなく、むしろ

記述は平易かつ簡潔で無駄がない。マティチョン辞書の真骨頂は、現代タイ社会の中でそ

の語がどのように用いられているのか、どのようなタイ人の価値観がその語の意味に反映

されているのか、その説明に重点が置かれていることである。短いながらも筆者のユーモ

ア精神や頓智が見え隠れする含蓄のある論述が随所に見られる。写真や絵の選び方にも筆

者の技が感じられる。百科辞典的あるいはデータブック的価値を持つ辞書といえるだろう。 

学士院辞書（最新の１９９９年版）とマティチョン辞書が具体的にどう違うのか、「ยคุ ユ

ック」という語の記述を例にとって比較してみよう。学士院辞書（９１０ページ）では、「ยคุ 

๑ ユック１」「ยคุ ๒ ユック２」「ยคุ ๓ ユック３」と見出し語に１から３の番号をつけ、異なる

意味を持った別の語として分類している。なお、ユック１とユック２は古代インド系言語

起源の複合語の一部として使われるときの意味である（「頸木」や「対」といった意味で単
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独で使われることはないので自立語とは言えない）。 

 

ยุค ๑ น. แอก. (ป., ส.). ユック１ 名詞．頸木．（パーリ語・サンスクリット語起源）． 

ยุค ๒ น. คู่, ทั้งสอง. (ป., ส.).  ユック２ 名詞．双・対、両～．（パーリ語・サンスクリット語起源）． 

ยุค ๓ น. คราว, สมยั , เช่น ยคุมืด ยคุหิน; กาํหนดเวลาของโลก มี ๔ ยคุ. (ดู จตุรยคุ). (ป., ส.).  ユック３ 名詞．期、時

代、暗黒時代や石器時代など；世界の時代を４つに区分したもの．（จตุรยคุ チャトラユックの

項を見よ）．（パーリ語・サンスクリット語起源）． 

 

また、それぞれの項目で意味説明の後にその語を含む複合語の典型例を挙げている。例え

ばユック３では、「ยคุเขญ็ 困窮（災難）時代」、「ยคุทมิฬ 凶悪（暴政）時代」、「ยคุทอง 黄金時代」、

「ยคุมืด 暗黒（自由が制限され希望が失われた）時代」の４つが挙げられている。 

一方、マティチョン辞書（７１４ページ）では、「ยคุ ユック」という１つの見出しにいく

つかの異なる意味がまとめて提示されている。学士院辞書に比べると荒っぽい記述である。 

 

ยุค น. คู่; คราว, สมยั; กาํหนดเวลาของโลก เช่น ยคุหิน ยคุเหลก็. ユック 名詞．双・対；期、時代；石器時代

や鉄器時代など世界の時代区分． 

 

ただし「ยคุ ユック」で始まるインド系言語起源の複合語もきちんとそれぞれ独立した見出

し語としてその次に挙げている（その点は１９８２年版学士院辞書と同じ）。いずれにせよ、

見出し語の下にリストアップされた関連語の多彩さやその解説のユニークさにかけては、

マティチョン辞書は他のどの辞書にも劣らないであろう。「ยคุ ユック」の下にも「ยคุ ユッ

ク」から始まる１３の複合語が挙げられているのだが、特に面白いと思ったのは、最近生

まれた、現代の社会状況を象徴するような語（例えば「ยคุไอที ＩＴ時代」や「ยคุไอเอม็เอฟ Ｉ

ＭＦ時代」など）が含まれていることである。たった４つの（古臭い）関連語しか挙げて

いない学士院辞書と好対照なマティチョン辞書の編纂方針であると言える。 

 またマティチョン辞書は、擬音語・擬態語の類も数多く載せている。例えば「บ้ึก ブック」

（５０３ページ）という擬態語の意味記述は以下のとおり。 

 

บึก้ ว. ลํ่าสนัแขง็แรง, บางทีใชเ้ขา้คู่เป็น ลํ่าบ้ึก; เสียงบึกๆ. ブック 副詞．がっしりと太って強健な, ラム・

ブックと複合語の形で使われることもある; ブックブックという音． 

 

まずこの語がどのような意味をもっとも頻繁に表すのかを記述し、どのような形でよく使

われるのかについても言及し、さらにその他の意味についても記述している。こうした簡

潔で的を得た意味記述もさることながら、典型例を示す挿入写真がよい。「บ้ึก ブック」な身

体で世界的に有名なシュワルツェネガー氏の上半身姿だ。盛り上がった左の大胸筋がラン

ニングシャツから大きくはみ出している。「บ้ึก ブック」とはどんな意味を表す語であるのか、
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この写真を見れば一目瞭然である。 

語の使い方のお手本を示す「規範的辞書」（官製辞書に多い辞書）ではなく、語の実際の

使われ方を説明する「記述的辞書」（百科辞典に通じる豊かさを持つ辞書）がいかに面白い

読み物たりうるかを示すよい例がこのマティチョン辞書である。タイ語を学習する外国人

にもお勧めだ。ただしこの辞書の面白さはある程度タイ社会に親しみタイ語の運用能力が

かなり上級になってからでないとわからないだろう。初級・中級者はやはり学士院辞書を

読んで正統派のタイ語説明文に親しむことから始めたほうがいいかもしれない。 

 ここで、年々高性能化し多機能化している電子辞書のことを特記しておこう。小さくて

軽いのに、紙の辞書とは比べ物にならないほどの情報量が詰まっている。現在タイ語の電

子辞書には、チュラロンコン大学文学部翻訳センターが開発した Talking-Dict シリーズと、

台湾の Besta 社が開発した CyberDic シリーズの２つの機種がある。２００５年時点での最

新型はそれぞれ以下のとおり。 

（１）Talking-Dict シリーズの Super Pro（縦１３㎝×横７．５㎝×厚さ１．５㎝、重さ１

２０ｇ）。英泰・泰英辞書、英英辞書、泰泰辞書、中英・英中辞書、経済用語辞書、法律用

語辞書、医学用語辞典、ことわざ辞書、スラング辞書、人名辞書、略字辞書などの辞書の

他、様々な場面をテーマにした会話も入っている。英語や中国語なら会話の発音も聴くこ

とができる。また書籍 CD-ROM（E-book）から１００冊以上の書籍を選んでダウンロード

できる。 

（２）CyberDic シリーズの CyberDic９（縦１４㎝×横８㎝×厚さ２㎝、重さ２２６ｇ）。

画面はカラーで、Super Pro より内蔵されている辞書の種類が多く（英中韓日辞書やイラス

ト付きあるいは動画付き辞書などもあり、百科辞典もオプションで入れることができる）、

英語の E-Learning 機能もより充実している（動画つき学習機能や自分の発音を録音する機

能もある）。計算機機能、スケジュール機能、ゲーム機能なども備えている。 

 

４． 現代のすぐれた特殊辞書 

 

＜類義語辞典＞ 

ユーン・プーウォーラワンおよびその他 ยนื ภู่วรวรรณ และคณะ 著『タイ語辞書：類義語版

พจนานุกรมไทย ฉบบัคาํพอ้ง』Thai Thesaurus（縦約１４センチ×横約１０センチ、７８４ページ、

約２万語、シーエトユーケーチャン（シー・エドゥケーション）ซีเอด็ยเูคชัน่ 社、バンコク、２

０００年）。著者はカセサート大学の機械翻訳研究グループである。１９７８年に出版され

た初版（Ｂ５版、６８０ページ）と内容は変わっていないが、形がコンパクトになり、ペ

ージの端に子音字一覧が付け加えられたので、格段に使いやすくなった。 

 

＜シソーラス＞ 

ナワワン・パントゥメーターนววรรณ พนัธุเมธา 著『語コーパス คลงัคาํ』（A5 版、1,208 ページ、
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アマリン อมรินทร์ 社、バンコク、2001 年）。タイ語のシソーラスとしてはもっとも意味分類

がきめ細かく収録語が多いものであろう。目次体系が複雑であるため、語を引くのに多少

時間がかかるが、どの意味項目も多数の類義語をまとめて列挙しているので何かと便利で

ある。著者はチュラロンコン大学文学部タイ語学科の元教授。他にも優れたタイ語の教育

書・研究書を執筆している。 

 

＜類別詞辞典＞ 

学士院 ราชบณัฑิตยสถาน 編『類別詞：学士院版 ลกัษณนาม ฉบบัราชบณัฑิตยสถาน』（縦約 20 ㎝×横約 10

㎝、１２８ページ、バンコク、1995 年）。『１９８２年版学士院辞書 พจนานุกรม ฉบบัราชบณัฑิตยสถาน 

พ.ศ.๒๕๒๕』から類別詞を抜き出して作られた小さな辞典。類別詞リストとしては最多の収録

語数を誇る。私が買ったのは改訂版（第６版）（縦約 20 ㎝×横約 10 ㎝、138 ページ、サハ

ミット สหมิตร 社、バンコク、2003 年）。日本人が日本語の助数詞を忘れやすいように、タイ

人もタイ語の類別詞を忘れやすいようだ。外国人タイ語学習者にとっても便利な一冊。 

 

＜略語辞典＞ 

ワーリー・アムプライワン วารี อมัไพรวรรณ 著『略記号と略語の辞典 พจนานุกรม อกัษรยอ่และคาํยอ่』（パ

ッタリン ภทัรินทร์ 社、バンコク）。私が買ったのは改訂版（第５版）（縦約 17 ㎝×横約 12 ㎝、

176 ページ、パッタリン ภทัรินทร์ 社、バンコク、2004 年）。タイ語の新聞や雑誌には、地名、

機関名、肩書き名などの略記号や略語が多用されていて、何を意味するかわからないこと

がよくある。略記号・略語辞典が一冊あると便利だ。 

 

＜工芸品・民芸品辞典＞ 

ウィブーン・リースワン วบิูลย ์ ล้ีสุวรรณ 著『工芸品・民芸品辞典 พจนานุกรมหตัถกรรม เคร่ืองมือเคร่ืองใช้

พื้นบา้น』（ムアンボーラーン เมืองโบราณ 社、バンコク、2003 年）。私が買ったのは第２版（B5

版、352 ページ、約 1,300 語、ムアンボーラーン เมืองโบราณ 社、バンコク、2003 年）。翻訳

の仕事をしていて一番困るのがタイの伝統的な工芸品・民芸品の名称が出てきたとき。辞

書を引いても記載がなかったり、記載があったとしても実際にどんなものなのか想像がつ

かない場合が多い。この辞書は写真をふんだんに使ってタイの伝統工芸品・民芸品につい

て詳しく説明している。 

 

＜仏教辞典＞ 

プラタマピドック（ポー・オー・パユトー）พระธรรมปิฎก (ป.อ.ปยตฺุโต) 著『仏教辞典：用語編 พจนานุกรม

พทุธศาสตร์ ฉบบัประมวลศพัท』์（Ａ５版、３７８ページ、マハーチュラロンコンラーチャウィタヤー

ライ大学出版部 โรงพิมพม์หาจุฬาลงกรณราชวทิยาลยั、バンコク、１９７９年）。私が買ったのは第１１

版（Ａ５版、３５１ページ、マハーチュラロンコンラーチャウィタヤーライ大学出版部 โรงพิมพ์

มหาจุฬาลงกรณราชวทิยาลยั、バンコク、２００３年）。タイ語の仏教関連の語はパーリ語起源なの
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で、一般人には難しい。この辞書は仏教関連語をタイ語でわかりやすく解説している。姉

妹編として『仏教辞典：教義編 พจนานุกรมพทุธศาสตร์ ฉบบัประมวลธรรม』（１９７５年）も出版され

ている。私が買ったのは第１２版（Ａ５版、４１２ページ、マハーチュラロンコンラーチ

ャウィタヤーライ大学出版部 โรงพิมพม์หาจุฬาลงกรณราชวทิยาลยั、バンコク、２００３年）。この教義

編は３部に分かれ、第１部は書名のとおり教義辞典だが、第２部と第３部は仏教用語の簡

単なタイ英・英タイ辞書になっている（第２部は約５０ページ、第３部は約２０ページ）。 

 

＜同韻語辞典＞ 

チャイラット・ウォンキアンカチョーン ชยัรัตน์ วงศเ์กียรต์ิขจร 著『同韻語辞典 พจนานุกรม คาํสมัผสั』

Rhyming Dictionary（Ｂ５版、６１３ページ、教員協会の商業組織 องคก์ารคา้ของคุรุสภา、バン

コク、２００１年）。タイ語の詩歌を聞いていて（お祝いの席などでは今でも多くのタイ人

が自作の詩歌を披露する）、その美しい響きやテンポに魅了されるのは一定の決まった韻を

踏んでいる（押韻している）からである。この辞書は韻文（定型詩歌）をつくるときに同

韻語を探すために使うもの。しかし詩歌の素養がない人間にとっても読んで面白い。いわ

ゆる音引き辞書と同じで、同じ音節音を持つ単語がずらりと並べられており、単音節語が

多いタイ語の場合は、さながら複合語辞書のようである。 

 

＜手話辞典＞ 

タイ国聴覚障害者協会 สมาคมคนหูหนวกแห่งประเทศไทย The National Association of the Deaf in 

Thailand 編『タイ語手話辞典 ปทานุกรมภาษามือไทย 』The Thai Sign Language Dictionary（バ

ンコク、１９８６年）。私が買ったのは改訂増補版（縦２６㎝×横 21 ㎝、タイワタナーパ

ーニット ไทยวฒันาพานิช 社、バンコク、１９９０年）。１ページが３つの段落に分かれ、ペー

ジ半分に手話をしている人（上半身）の絵があり、もう半分にはその手話が意味するタイ

語と英語の訳および動作についての解説がある。巻末に英語とタイ語の索引がある。手話

は万国共通であると思っている人が多いが、そうではない。同じ言語を話す国の中でも、

音声言語と同様、地域や集団によって異なった手話の方言が存在する。標準語の普及に欠

かせないのが辞書の編纂であるが、タイ語手話の辞書が編纂されたということはタイでも

手話の標準化が進められているということだろう。 

 

５． 現代のすぐれた百科事典 

 

 タイ語で書かれた百科辞典の草分けとしては、１９５５年から現在に至るまでずっと編

纂・出版が続けられている学士院百科辞典（現在のところ２５巻、計１６，４３８ページ）

と、１９７３年から１９７８年にかけて出版されたウタイ・シントゥサーン อุทยั สินธุสาร 著『タ

イ百科事典 สารานุกรมไทย』２５巻（Ｂ５版、5,011 ページ、バンコク）が挙げられるが、ここ

では外国人タイ語学習者にとって利用価値が高いと思われる百科辞典を２種紹介する。 



高橋清子. 2008.「タイ語の辞書」の章の編集前の草稿. 石井米雄（編）『世界のことば・辞書の辞典〈アジア編〉』, 146-164. 
東京: 三省堂. 
Takahashi, Kiyoko. 2008. A draft of the chapter “Thai Dictionaries” in Ishii, Yoneo (ed.) Languages of the World: A Dictionary of 
Dictionaries –Asian Languages-, 146-164. Tokyo: Sanseido. 

 

 

１つは、数年前に出版されたサヤームプレート・メネートメン（サイアムプレイス・マ

ネージメント）สยามเพรส แมเนจเมน้ท์ 編『タイ文化百科辞典 สารานุกรมวฒันธรรมไทย』（Ｂ５版、バン

コク、１９９９年）。中部編（１５巻、7,514 ページ）、南部編（18 巻、9,076 ページ）、北

部編（15 巻、8,159 ページ）、東北部編（15 巻、5,472 ページ）に分かれている。タイは日

本の１．４倍の国土を持つ多民族国家であり、タイ文化といってもその文化は決して均質

なものではない。この百科辞典は、タイの国土を大きく４つの地方に分け、それぞれの地

方の文化に関する項目について詳しく解説したものである。 

もう１つは、１９７３年から編纂・出版が続けられている『国王のご発案による青少年

のためのタイ百科辞典 สารานุกรมไทยสาํหรับเยาวชน โดยพระราชประสงคใ์นพระบาทสมเดจ็พระเจา้อยูห่วั』（現在、

２９巻まで刊行）。私が買ったのは第１５版（縦約 28 ㎝×横約 22 ㎝、１巻３００ページほ

ど、アマリン อมรินทร์ 社、バンコク、２００４年）。青少年向けということで、文字が大きく

読みやすい、説明が平易である、教育用に掲載項目が厳選されている、等々、外国人タイ

語学習者（特に初級・中級レベル）にとっても使いやすい。ただ、難点は、自分が知りた

い項目がどの巻に載っているのかを調べる索引がすべての巻にあるわけではなく、探しづ

らいこと。 

 

６． 現代のすぐれた学習辞書（日本人学習者向け） 

 

日本人のタイ語学習者にとってもっとも頼りになるタイ語・日本語辞書は、１９８７年

に初版が出版された冨田竹二郎著『タイ日辞典』（B5 版、2,205 ページ、約３万語、養徳社、

天理、1987 年）だろう。初版は１冊本だったが、１９９０年の改訂版『タイ日辞典』（B5

版、1,125 ページ、約３万語、養徳社、天理）は 2 冊本になり、さらに１９９７年には縮小

改訂版『タイ日大辞典』（Ａ５版、2,326 ページ、約３万語、めこん社、東京）も出版され

た。タイで出版された数多くの辞書・事典から約３万語を拾い上げて日本語に訳した大作

である。冨田辞書の最大の長所は、単なるタイ語・タイ語辞書の翻訳に終わらず、それに

細かい説明や実際の使用例までも載せている点である。また、この辞書にはＩＰＡ（国際

音声字母）による正確な発音表記がついているので、語の発音を確認したいときにも便利

だ。 

 最近出版されたタイ語学習辞書の中で、収録語数が多く持ち運びにも便利なのは、松山

納著『タイ日・日タイ 簡約タイ語辞典（合本）』（縦 16 ㎝×横 11 ㎝、４６９ページ、大

学書林、東京、１９９８年）である。既刊のタイ・日辞書と日・タイ辞書を合わせたコン

パクト版だ。冨田辞書と同様、ＩＰＡの発音表記があるので語の発音を確認することがで

きる。付録として「略語表」、「タイ国県名一覧」、「時間名称一覧」、「主要類別詞一覧」が

あるのも便利。ただ、校正が不十分のようで、不適切な訳がところどころ見られるのは残

念。 

日本語・タイ語辞書の中で収録語数がもっとも多いのは、バンコクにある泰日経済技術
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振興協会付属語学学校 โรงเรียนภาษาและวฒันธรรม สมาคมส่งเสริมเทคโนโลย ี (ไทย-ญ่ีปุ่น)の言語文化出版所

สาํนกัพิมพภ์าษาและวฒันธรรม がタイ人の日本語学習者向けに編纂した『日泰辞典 พจนานุกรม ญ่ีปุ่น-ไทย』

（A6 版、1,120 ページ、約 4 万語、エクミーแอคมี 社、バンコク、２００３年）であろう。

語数が多いのにサイズが小さく、印字が明瞭で使いやすい。ただし、タイ語訳にＩＰＡ発

音表記はない。 

 

７． 現代のすぐれた他言語対訳辞書 

 

 タイ語と他言語との対訳辞書は、タイ語と、英語、中国語、フランス語、ドイツ語、ス

ペイン語、ラオス語、カンボジア語、モン語、等々との対訳辞書あるいは３言語対訳辞書

が出版されているが、やはりタイ語と英語の対訳辞書がもっとも多い。いずれも数種の異

なるバージョン（大きさや収録語数、用例数が違う）があり、しかもそれぞれが版を重ね

ていてややこしいので、ここでは私が使っているものに限って紹介する。 

 

＜タイ語・英語辞書＞ 

（１）ウィット・ティアンブーラナタム วทิย ์ เท่ียงบูรณธรรม 著 A New Thai-English Dictionary 

(Library Edition) พจนานุกรมไทย-องักฤษ (ฉบบัหอ้งสมุด)（A4 版、1,151 ページ、ルアムサーン รวมสาส์น

社、バンコク、1994 年）。図書館用なので大きく、持ち運びには向かない。タイの教育機関

の図書館にはたいてい入っているタイ・英辞書である（電子辞書 CyberDict シリーズにも

この辞書の最新版（１９９６年版）が採用されている）。ところどころに動植物などの挿絵

入り。 

（２）ソー・セータブット สอ เสถบุตร 著 New Model Thai-English Dictionary（縦約 15 ㎝×

横約 10 ㎝、351 ページ、タイワタナーパーニット ไทยวฒันาพานิช 社、バンコク、1992 年）。

ポケットサイズのタイ・英辞書としてはもっとも意味記述が的確で、学術的使用にも耐え

るものであろう。基になっている大型バージョン（Ｂ５版、２冊本）には用例が多く載せ

られているが、この小型バージョンでは用例を省いている。同じ著者による英・タイ辞書

もある。いずれもロングセラーである（初版は１９４０年）。 

（３）ローイ・チュンポントーン ลอย ชุนพงษท์อง 著 Thai-English Dictionary for Academic 

Usage ดิกชนันารีไทย-องักฤษ เพื่อการใชอ้ยา่งผูมี้การศึกษา（縦約２０．５㎝×横約１４㎝、７３８ページ、

シーエトユーケーチョン ซีเอด็ยเูคชัน่ 社、バンコク、２００１年）。最近出版された英・タイ辞

書で、ＣＤ付きバージョンもある。意味記述が特にすぐれているわけではないが、この辞

書の長所はページの端にタイ語子音字の一覧があり、見出し語を探しやすいこと。 

 

＜英語・タイ語辞書＞ 

英・タイ辞書では、เธียรชยั เอ่ียมวรเมธ ティアンチャイ・イアムウォーラメート著 A New 

English-Thai Dictionary (New edition) พจนานุกรมองักฤษ-ไทย (ฉบบัใหม่)（約８万語、ルアムサー
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ン รวมสาส์น 社、バンコク）がおそらくもっとも大きいものであろう。多くの語項目に用例が

添えられている。英語とタイ語の表現を比較しながら読むと面白い。私が持っているのは

第３版（縦約２６㎝×横約１９㎝、1,911 ページ、1993 年）。第３版の縮刷版（縦約２１㎝

×横約１５㎝、１９９４年）もある。 

 

＜英タイ・タイ英辞書（合本）＞ 

シーエトユーケーチョン社英語研究部 ฝ่ายวชิาการภาษาองักฤษ บริษทั ซีเอด็ยเูคชัน่ จาํกดั (มหาชน)編 SE-ED’s 

Modern English-Thai Thai-English Dictionary (Contemporary edition) พจนานุกรมองักฤษ-ไทย 

& ไทย-องักฤษ ฉบบัทนัสมยั（縦約１４．５㎝×横約９．５㎝、1,008 ページ、6 万 2 千語、シーエ

トユーケーチョン ซีเอด็ยเูคชัน่ 社、バンコク、２００２年）。Ａ５版と同じ内容だが、印字を小

さくしたポケットサイズ版。持ち運びに便利だ。ページの端に英語アルファベット一覧あ

るいはタイ語子音字一覧があって引きやすい。 

 

８． 現代のすぐれた文法書と入門書 

 

＜文法書＞ 

最新のタイ語文法書は Shoichi Iwasaki and Preeya Ingkaphirom 著 A Reference 

Grammar of Thai（B5 版、416 ページ、Cambridge University Press、Cambridge、2005

年）である。多岐にわたる文法項目を取り上げ、それぞれに実際の使用例を数多く載せて

いるのが特徴だ。中級・上級レベルの学習者向き。 

初級者向けの基礎的な文法事項を扱ったタイ語学習書として、三上直光著『タイ語の基

礎』（A5 版、317 ページ、ＣＤ付き、白水社、東京、2002 年）がある。発音編、文字編、

文法編で構成された総合的なタイ語学習書だが、文法編がもっとも充実している。各課の

終わりにある練習問題もよい。ただ、タイ語の語句や文の発音が示されていないところが

あり、初級レベルの学習者が独学で使うには多少不便かもしれない。 

 

＜入門書＞ 

水野潔・鈴木玲子著『ＣＤエキスプレス タイ語』（白水社、東京、２０００年）は、学

習内容を詰め込みすぎず、日常会話をテーマにしながらも基本的な機能語や使い回しの利

く表現について簡潔に説明したすぐれた入門書である。私が持っているのは第３版（Ａ５

版、１５０ページ、白水社、東京、２００２年）。 

タイ語の文字を段階的に、かつ体系的に学びたい人には、宇戸青治著『やさしいタイ語：

文字の読み書き』（大学書林、東京、１９９２年）がお勧めである。私が持っているのは第

１３版（Ａ５版、150 ページ、大学書林、東京、１９９８年）。各課にたくさんの練習問題

がある。 
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ซือ้พจนานกุรมดีๆเถอะ ไมต้่องเสียดายเงินหรอก 

スー・ポッチャナーヌックロム・ディー・ディー・タッ  マイ・トン・スィアダーイ・

グン・ロー（ク） 

直訳：「良い辞書を買いなさい。お金を惜しまなくてもよい。」 

 

逐語訳： 

ซือ้ พจนานกุรม  ดีๆ  เถอะ  

スー ポッチャナーヌックロム ディー ディー タッ 

買う 辞書   良い  心的態度を表す小辞 

「良い辞書を買いなさい」 

 

ไม ่ ต้อง  เสียดาย  เงิน หรอก 

マイ トン  スィアダーイ グン ロー（ク） 

否定辞 ～ねばならない 惜しい  お金 心的態度を表す小辞 

「お金を惜しまなくてもよい」 

 

 

「高価であっても良い辞書は買うべきだ」という思いを人に伝えるとき、タイ語話者であ

れば、「辞書にお金は惜しむべからず」といった婉曲的で教訓的な言い方よりも、明示的か

つ積極的に人に語りかける表現、例えばここで紹介した「いい辞書なら買いなさいよ。お

金を惜しまなくったっていいじゃないの」というような表現を好む。 


